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（１）軟岩とは 

軟岩とは「一口で言うなら、土のようにばらばらにはならないが、硬岩のようには硬く

はない、半固結状の岩石である」と言われています 1）。一軸圧縮強度を目安として区分す

る場合には、土木学会 1）では、主に新生代の泥～砂質泥岩を対象に一軸圧縮強度が 1～

10MPa(10～100kg/cm2)あるいは 20MPa(200 kg/cm2)程度の領域を軟岩としています。地盤

工学会岩盤分類基準化委員会 2）では、25MPa 以下を軟岩として取り扱っています。武田・

横山 3）は地学辞典の中で、軟岩は発破を必要とせずリッパー掘削が可能なものとしていま

す。国土交通省の設計業務等標準積算基準書 4）では，ボーリング調査でメタルクラウンに

より容易に掘削できる岩盤、地山弾性波速度（P波）は 2.5km/s 以下、一軸圧縮強度は

30MPa（30N/㎜ 2）以下としています（表-1)。 

上記のように軟岩の範囲について相場感はあるものの、機関により区分の要素や数値区

分に多少の違いが見られます。 

軟岩は、その成因から主に①堆積軟岩と②風化軟岩に分けられます。図-1 は軟岩の形

成過程と分類について整理したものです。①は新第三紀層の堆積岩のような固結度の低い

岩石をさし、②は硬岩が風化して軟質になった岩盤、あるいは硬質ではあるが亀裂等で細

かくばらばらになる岩盤を指します。また、日本では火山軟岩と呼ばれる凝灰質岩や熱水

により変質を受けたやや特殊な軟岩も存在します。 

土、軟岩、中硬岩、硬岩は遷移しています。軟岩をどこで区分するか、明確に数値で決

めた基準は見当たりませんが、上記の記述が概ね応用地質分野の認識であると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 軟岩の形成過程と分類 

ボーリング調査時のコアの工種区分では、未固結堆積層でなく、N

値が概ね 50 以上の軟質な岩から CL 級の岩を軟岩と評価すること

が一般的です。 

ボーリングのコア判定で、N 値がどのぐらいなら軟岩と判定してい

いでしょうか？ 

軟 岩

【①堆積軟岩】
土が続成作用により砕屑
物がある程度結合し、半
固結状態となったもの

【火成岩】
マグマが固結して岩石と
なったもの

【堆積岩】
堆積軟岩がさらに続成作
用を受け構成砕屑物が結
合し、完全に岩石になっ
たもの

【変成岩】
様々な岩石がマグマの熱、
地下の高圧等で変成を受
け、元の岩石とは性状の
異なる岩石となったもの

【②風化軟岩】
風化や変質により鉱物粒
子間の結束が弱まったり、
一部の鉱物が粘土化した
もの
岩片は硬いが亀裂や節理
が密に発達したもの

【土】
風化作用と水による浸食
作用で破砕された砕屑物
の集まりで、砕屑物間に
結合力が無いもの
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表-1 設計業務等標準積算基準書（国土交通省、2017）による土質・岩分類 4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）Ｎ値によるボーリングコアの軟岩の判定について 

Ｎ値を目安としたボーリングコアの判定では、概ね 50 以上を目安とすることが一般的

です。軟岩の圧縮強度の下限値の参考として、図-2 の一軸圧縮強度とＮ値の関係例 5)を示

します。図-2 のグラフの中には、堆積軟岩として扱われる本牧土丹（△で表示）のデー

タがあり、Ｎ値 50 程度以上、圧縮強度 1MPa（1,000kN/m2）程度以上となっています。た

だし、軟岩はあくまで岩石であり、土ではありませんので、Ｎ値が 50 以上でも未固結の

堆積層は軟岩とは取扱いません。また、電研式の岩盤分類では、軟岩を D級（Ｎ値 50 以

上のもの）～CL級とする場合が多く、軟岩の上限は CL級相当と思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 一軸圧縮強度 quとＮ値との関係 5）に加筆（△：本牧土丹（堆積軟岩）の例） 
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（３）写真で見る風化軟岩、堆積軟岩 

 参考に、風化軟岩、堆積軟岩の例を写真で紹介します。 

写真-1 は和泉層群の風化軟岩の例、写真-2 は花崗岩の風化軟岩の例です。写真-1 で

は、主に割れ目に沿って褐色化が進み、全体として褐色・軟質化していますが、割れ目が

識別でき、褐色の粘土を介在している様子が分かります。写真-2 の花崗岩の露頭写真で

は、全体に褐色化しマサ状の強風化岩（DHクラス）の岩相を呈し、部分的に原岩色に近い

硬質部が礫状に残存している様子が見えます。 

 
写真-1 風化軟岩の例 1(中生代白亜紀の和泉層群の砂岩・泥岩、香川県) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-2 風化軟岩の例 2(中生代白亜紀の領家花崗岩、香川県) 

  

堆積軟岩の事例として、土庄層群のシルト岩・砂岩（香川県）の例を写真-3 に、穴内

層の砂岩（高知県）の例を写真-4 に示します。堆積軟岩は岩としては軟質で、割れ目も

少なく、ボーリング掘削では棒状に採取されることが多いことが分かります。また、堆積
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年代などの違いによって、ナイフで少し削れる程度のものから割れ目が明瞭に識別でき、

やや硬質となっているものまで含みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-3 堆積軟岩の例(古第三紀の土庄層群のシルト岩・砂岩、香川県) 

 

 

写真-4 堆積軟岩の例(新第三紀・鮮新世の穴内層の砂岩、高知県) 

 

（４）終わりに 

ボーリング調査のコア判定では、コアが半固結状を呈し、上述のように堆積軟岩や風化

軟岩に該当する場合、ボーリングの工種区分としては「Ｎ値≒50」を「軟岩」工種の下限

と判定することが一般的です。 

対象地質（土質・岩石）による「掘削」の難易や貫入試験の「貫入抵抗」の違いに応じ

た労務費、材料費、機械器具損料が計上されて積算上の工種が決められており、この観点

からも、Ｎ値 50 以上を工種区分「軟岩」とすることが実務上、妥当のように思われま

す。 



土-19 
 
なお、軟岩の工学的評価に当たっては、軟岩の成因による分類とその岩種（礫質、砂

質、泥質、互層、等）を識別し、コアの風化程度やコアの硬さ・形状など（Ｎ値や一軸圧

縮強度など）を加味した岩盤評価区分（岩級など）に基づき、該当する軟岩の強度（内部

摩擦角φや粘着力ｃ）や変形特性を検討する必要があります。 

また、軟岩の物性を議論する場合には、上述した強度（φ、ｃ）や変形特性の他に含水

状態および劣化しやすさ（スレーキング）などを加え総括的に捉えることが重要となりま

す。 
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